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新潟に於ける脈動について、

波多 正 ーー*

海上を台風や旋風が近す=いたり，季節風が強まって来ると土地の脈動が誘起されて来るととは既

に多くの人々によって認められている事実である D そして誘因と考えられる低気圧等り移動によ

って脈動の振幅の変化する欣況については既に表日本の各地のものについて詳しく調査されてい

る(1)

然し誘因の位置(又は経路〉によってその逓期が変るものであるかどうかというととは脈動の発

生機構を考える上にもか友り重要な事柄と思われるがとの点についてはまだ余り詳しい調査はない

ようである o

筆者は今回主として新様えに点に注目して新潟にゐける脈動を調査してみたので簡単に報告するD

~2. 低気圧の位置と脈動

脈動の週期は低気圧の位置と観測所の距離が大きくええると長くたり叉振幅が大きく友ると週期も

のび、る傾向があるめといわれているが新潟に於ける脈動をみていると低気圧が太平洋側にある場合

と日本海にある時とでその中心示度や距離がさほど遣わないのに週期や振幅にはかなり差があるよ

うに忠われるので，低気圧の種々の経路によるそれらの変化について少し調査してみた。

新潟で制振器を具えた地震計を使用じ始めたりは比較的最近であれ それに戦時中及び、その後暫

らく1の問地震の無い記象紙は保存しなかったこともあるのでこの調査の目的に通った材料が比較的

少し特に日本海を遁過する台風による脈動の資料が不充分で、今後の資料の蓄積に侠たねばならね

点もある D

さて資料としては最近の10年聞に， 本邦の太平洋側を通過した低気圧，太平洋岸より本外l~横断

*新潟地方気象台

くわ例えば a，和;主清夫;脈動の研究〈そのー〉気象集誌4巻4号，和;主， jJド本，同〈其の三〉気象集

誌、5巻10号。

b，杵島磨;宮崎に於ける脹到の研究，気象集誌 14巻8号。

c，坂田勝茂;脈動の研究〈芳 1報〉海と空 18巻8号0， c2芳2報〉験震時報10巻3，4号

d，和;主f~f夫，杵島磨;室戸台風に伴う地盤と傾斜，中央気象台棄報 9 冊。

e，中央気象地震課;台風による地盤脈台勤の調査，秘密気象報告芳6巻。

(2) 例えば前出(1)d， e， 

J. Einillio Ramirez; Aa Experimental Irive叫igationof出eN抗urearid Origin of Mic:roseisms 
at St. Louis， Mis~ouri. Bull Seism. Soc. Amer. 30 (1940). 

岸上冬彦; 昭和 13年 10月21日の大なる脈動'(其のー〉地震 11巻 5号
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して日本海を北東進したもの及び日本海を束、還したもの Lうち芳1表に示した 9個の低気圧の場合

番号 発

芳
一
一
奇現

1 

低気圧種類月

1 1941年4三
8 月月HH 14 日 8 月月HH 1 6 日

4口晶、 風
2 1949 8 fl 31日 9Fl 1日 グ

( 〈くキテイ〉
3 グ 9 fl 23日 9J=! 25日 グ アリーン〉
4 グ 10 Fl 27日--- 10 Fl 28日 グ パトリシヤ〉
5 1950年

3 月月月月 10 日 ~ 3 月月月 11 日 2せん風
8 11 4 FI 1日~ 4 Fl 2日 グ

7 ，。 グ 4. Fl 13日~ 4 Fl 17日P

熱台帯性低気匝くく8 グ 9 fl 3日~ 9 月月 4 日 風 ジェーシ〉

9 グ 9' R.13日~ 9 FI 15日 グ キジャ〉

芳 1図 低気圧の経路と新潟に於ける脈動の週期
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新潟に於げる脈動lミついて一一波多

のも;のを選んだー今ζれ等の低気圧や台風に伶った新潟に於げる脈動の振幅及び週期を読みとれ

その値をその低気圧のぞの時刻に於ける中心位置に記入すると矛1図及矛2図の様に左右o

す 2図低気庄の経路と新潟に於ける脈動の振幅

とれらの図からはっきり判るように一般に低気圧が太平洋側を東準する場合に誘起される脈動の

週期は主として 5""，7秒で長く， 日本海を東準ずる=場合2""，3. 5秒程度でやっと短い。叉太平洋を

北上し本外!を横断して日本海に入るものではその中心が太平洋上にある聞はやはり長週期で5--6

秒であるが上陸すると脈動の勢力は衰え振幅は小さくなるでまだ週期は変化しない己然し中心が日，

本海に出ると週期は念に短くなって来る。@/lち新潟に於ける脈動の週期l土全般的にその誘因が太平

洋側にある場合は長く日本海にある場合は短いととがわかる D
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E叉脈動の振幅t土ラナ2図が示すように誘因が日本海側にある場合は太平洋側にある場合に比ペセ小

さい傾向があり低気圧が日本海を東準する場合等低気圧が新潟K.充分近付〈まで脈動ほ発達した

v、o

タlt /4地~5ept庁'>0

芳 3図 a 三手 3 悶 b 

次に誘因と考えられる低気圧の中心と観測所との距離が脈動の週期とどの様な関係があるかを見

る儒に新潟を中心とした 200-km毎の円を芳1図中に描いてみると新潟から等距離にあってもその

低気圧の中心が日本海にある場合は太平洋側にある場合に比べて当地に発生する脈動の週期は一般

に短いととがわかる。然し誘因の強度が週期の長短を招来するかも知れないととは容易に想像され

るととである o そとで太平洋側を低気圧が通過した昭和25年4月1，....，2日(番号 6)の場合の脈動

と台風が日本海を北東進した昭和25年 9月14日(番号9)の場合の脈動との週期及び、低気圧の勢力

を比べてみよう o との場合の両低気圧の中心が新潟から約600km でほ ~a等距離にあった時り天気

図は芳8図 (a)(b)に示した通りで日本海上の台風の方が太平洋側の旋風よりもかえって強い。け

れども之等によって誘発された脈動の週期は芳1図で見られる‘通れ 4月1日の脈動の方が9月14

日のものよりはる.かに長く又芳2図も通り振幅も大きく友っている o @Oち少ぐ共当地の脈動につい

てはその週期の長短は誘因との距離やその強度によってのみ起ると速断することは出来ない様であ

るo

J 叉昭和24年8月31，....，9月1日のキティー台風(番号'2)による脈動の場合をみるとその振幅も遁期

も共にその中心が太平洋側にある時と日本海にある時とでは異っている o 芳ヱ，2図に示した遇、り台

風の中心が太平洋上にある時は当地の脈動の振幅i週期共に犬きいが上陸すると振幅は次芳に小さ

くなわ新潟に最も接近し?と頃一番振幅は徴弱となったが週期はその頃まで殆んど変化していな

:町、0'然し中心が日本海に出ると間もなく週期は 1/2に短くなったが振幅は再び、増大して来た。絞っ

て新る事実も台風勢力り衰弱の結果だけに帰することは困難で脈動発生機構と関連した興味あるこ
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新潟l乞於ける脈動について一一波多
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ヨナ 4図 (a) 昭和23年12月14--15日新潟に於ける風と脈動との比較図.
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三f4図くb) 昭和24年10月29--30日新潟に於ける風と脈勤との比較図

とと思われる o

斯様に考えると資料が充分で、なく勿論断定するととは出来ないが新潟の脈動の振幅や週期の長短

は脈動波の伝播経路の地殻構造が大きな効果を及ぽしているのではないかと考えられる口

S 3.冬の季節風に伴う脈動

冬季は他の季節に比べると一般に脈動が発注し新潟でも滑んど連日!振動が現れるo そしてその治長

は北西季節風のそれと平行な変化をしている o 日本海の低気圧が哀準し寒冷前線が当地方に接近し

でも，れの前線が通過しで季節風の吹き出しが始まるまで脈動は殆んど発、達したい。芳4図(a)，(b)

に新る場合の脈動の変化を例示する o (a)は昭和23年12月14日に低気圧が山陰沖から東準L-. 15日
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8時に三陸東方洋上に抜け季節風が吹き出した場合のもので，不規則な脈動が15日4時頃か現らわ
れ始めi央三すに増大した。 (b)は昭和24年10月29日朝朝鮮の元山沖にあった低気圧が急:激に発達し
'日本海中部を過ぎで30日朝北海道沖に過ぎ去った場合の例で脈動は30日1時頃から念に発注してい
るD

斯様な冬季の季節風に伴う聞記動では3.0'"'-'3.5秒の週期のものが卓越し，最も発注する時はとを振幅
100ミクロンを越えることもある O 冬季05H反動は日本海の風浪及びウネリと密接友関係がある様に
考えられる o

S 4.寒f民期に於ける脹勤の卓越週期

脈動は一般に冬期発注し暖候期は台風或は強い低気圧などの通過する時以外は非常に弱い。新潟

に於ける10月から4月迄の塞候期の脈動の卓越週期を概観するf請に昭和24年10月から25年4月に互
る7ヶ月聞の脈動の週期を毎日6時.14時.22ff寺の三回宛読取り1.'0秒から0.3秒毎民区切ってその
週期別頻度を求めると71'"2表の遁りになる o

芳 2表 月別，週規別観測回数及百分率

ト 1111114:!:(:jljl:j:lj:[:!1111;[:jill:j:[:il11111111;l計
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:?f'"2表を図示すると71"'5図の通りでーとの

図から新潟でよく現れる脈動の週期は1. 8~

2 ・ 0秒 2.4~;2.'6秒， 3.0---3.5 秒で、これ以上

の週期のものは月によって現札方が異るが

3.9:-:4.1秒，4.5---4.7秒， ι.8:-'5.0秒， 5.4~ 

5.6秒， 6秒及び 7秒のものも現れている D

各月とも 1.8，....，2.0秒、及び 2.4，....，2.6秒の頻

度が大きいが10月 11月の季節風の発達しか

けた頃には 3..0~3. 与秒の週期のものが多く

友っているD 季節風が衰える 4月になると

3.0---3.2秒週期のものが多く左り，又4.5，....，

'4.7秒週期のものが特に多くなっているのは

太平洋側を通る低気圧が殖えるmであろう口

ち
10月11月に 6，-，7秒週期の脈動が現

，れているのはこの期間に丁度太平洋

側を通過したノすトリシヤ及アリーン

10 タ 台風によるものが観測された儒であ

ふ Jρ るo

S 5.脹動による地面め水平運動
14 15 

1反動による地面の動きについては
αグ ρZク

東京の脈動について和主主f専士。、が調

べて告られ，運動は複雑で、はあるが

19 

(}) 己グ
約2分間で繰り返すを述べてゐられ

る。新潟の脈動は誘因の経路によっ

之4 2'5 で週期が異るが，それらによる地面

φ ゐ の振動が果して如何友る動き方を

十
し，叉その中心と規則的な関係、があ

るかどうかと思い先守昭和24年10月
2fJ 

28日に現れた長週期脈動(向台風中

く3) 利達清夫;脈動の研究(そのニ〉

7.1' o図地面の水平の勤き (8.4秒宛〉 気象集誌 4巻4号
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験 震 時 ヰR

心位置伊=35
0

N.入=146
0

E)について両成分の振幅を測りその億組み合せてみた。両成分の'1'童

数の異る簡単徴動計で、しかも自己週期の二倍近くの記象を描かせることそれ自身が不合理であるが

.も矢口れないが概嬰の傾向を知ることは出来ょう o

三十6図は同日の11時25分から 4分間の動きを約8秒宛示したものである o 印ちとの図からは余'lJ

繰り返し蓮動をしているようには見えない様である o他の短週期の脈動については記象を主主大した

いとネ知則出来ないので次の機会に行うことにした。

S 6.要約

以上新潟の脈動について調べた結果の概要を記すと弐の通りである D

(1) 新潟の脈動ではその誘悶と考えられる低気圧の中心が太平洋側にある時の方が日本海側に

あるときよりも振幅が卓越するD

(2) 太平洋側を通過する低気圧によって誘起される脈動の週期は長く，日本海側に誘因がある

場合の週期は短い。

(3) 台風が太平洋側より本州を横断して日本海に入る場合に起る脈動の週期は日本海に中心が

出ると暫らくして今迄の1/2程度に短くなる。中心が陸上にある間は振幅は弱るが週期はまだ長い白

(4) 新潟の脈動の週期の長短は観測所と誘因の中心との距離には余り関係、がないようである。

(5) 脈動の週期は誘因の強度にも勿論よるであろうがそれ以上に伝播経路の地殻構造に関係し

ているのではないかと考えられる o

(6) 冬季の季節風による脈動は3.0"" 3. 5秒の週期のもので，日本海を低気圧が東進し， その

寒冷前線が当地を通過してから漸失発注する o

(7) 新潟で卓越する脈動の週期は2.0秒， 2.5秒， .3.0 "" 3. 5秒， 4. 0 "" 5. 0秒 6"，，7秒のも

のである D

(8) 脈動による地面の水平運動は非常に複雑で一定の振動型式は判らない。

終りにとの調査を泊行中始終御懇切なる御指導並に御助言をいただいた当台の正務観測課長に深

く感謝致します ・ (1951， II記〉
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